
事務事業評価（平成２８年度に実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的 判定理由

269 環境部 廃棄物対策課 04 01 03 ★ 合併処理浄化槽補助事業 49,446 基 30 24 30 継続

299 環境部 環境課 04 03 01 902 人 5,800 4,926 5,800 継続

376 土木管理課 08 03 01 庶務及び管理 96 ％ 100 100 100 継続

398 環境部 下水道課 08 04 07 ★ 公共下水道整備事業 887,797 人 26,200 25,825 26,600 継続
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公共下水道事業計画区域を除く地域に合併処理
浄化槽設置の補助を行い、生活排水による公共
用水域の水質汚濁を防止する。

公共下水道事業計画区域を除く地域を対象に、合併処理浄化
槽の設置整備について、設置費の一部を補助する。
新設　　102基
付替え　30基

新設　　　　　　   付替え
 5人槽　57基　　　　5人槽　10基
 7人槽　18基　　　　7人槽　12基
10人槽 　9基　　   10人槽　 2基
18人槽　 1基　　　　

単独処理浄化槽及び汲み
取り便層から合併処理浄化
槽への転換件数

Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

合併処理浄化槽設置者に対して予算の範囲内で設置費の
一部を補助することにより、合併浄化槽が増えた分、水洗
化率が向上した。

浜名湖の水辺をきれいにする
事業

浜名湖の水をきれいにする事業を継続することで
、浜名湖の水質保全に対する理解と関心を深め、
環境保全に対する意識の高揚を図る。

環境美化実践活動を通じて、浜名湖の水質保全に対する理解
と関心を高めることを目的に浜名湖クリーン作戦等を実施する
。

・浜名湖クリーン作戦
　　参加団体：101団体
　　参加人数：4,926人
　　ごみ排出量：24.87t
・古見川きれい作戦
　　参加人数：142人　　ごみ排出量：3600㎏　

浜名湖クリーン作戦の参加
者数 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

環境美化実践活動を通じて、浜名湖の水質保全への意識
づくりを図っていく。今後も浜名湖の水の保全活動が必要
である。

都市整
備部

河川・海岸の適正な利用を促進するため、河川、
海岸に係る庶務及び管理

①係船対策事業
　河川区域への不法係留、沈廃船の防止のため啓発、監視、
指導及び処理を行う。
②遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会事務
　県内遠州灘沿岸を有する６市による同盟会幹事の事務を行う
。

係船対策
　不法係留船・沈廃船パトロール　4回　
遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会
　要望活動（国交省、農水省、国会議員、中部地方整備局、浜
松河川国道事務所、静岡県庁）
　現地視察・シンプジウム参加、広報誌の配布

不法係留船の是正率及び
沈廃船処理率 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ

浜名湖や河川の優れた景観などの自然環境の保全を図る
ため今後も河川区域の不法係留、沈廃船防止対策を実施
する。

生活環境の改善及び公共用水域の水質保全を目
的として実施している公共下水道事業の経営健全
化の促進とその経営基盤を強化するため、公共
下水道事業特別会計に繰出しを行う。

公共下水道事業の公債費（元利償還金）、維持管理費の一部
などを賄うため、公共下水道事業特別会計へ繰出しを行う。

繰出金　887,797千円

下水道処理区域内人口
（供用開始した下水道処理区
域内人口）

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

一般会計からの繰出金により下水道事業特別会計の適正
な予算管理執行ができた。また、他の財源（下水道使用料
など）確保のために、下水道接続を促すための戸別訪問を
実施した。
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